
１．目的 
札幌市の交通体系の基本的考え方等を検討するにあたり、交通の専門的見地と市

民感覚の両面から今後の重要な視点について議論するため、２つの部会を設置 

２．概要 

（１）部会①（交通） 

・交通体系の基本的考え方は、現計画に示す「公共交通ネットワーク」「道路ネッ

トワーク」「広域交通ネットワーク」に加え、第２次都市計画マスタープラン及

び立地適正化計画に示す都市空間の考え方を踏まえた「地域特性に応じた交通

体系」についても整理する予定 

・これら交通体系の基本的考え方を検討するにあたっての重要な視点について、

事前に専門的見地から検討を行った上で方向性を整理するため、部会を設置し

議論を行う 

（２） 部会②（市民まちづくり） 

 ・総合交通計画の見直しにあたり、市民が感じている課題や解決に向けたアイデ

ア、市民・行政等の役割について市民意見の抽出を行うため、別途市民ワーク

ショップを開催する予定 

・そこで出された意見を基に、市民感覚及び観光や環境などのまちづくりの視点

から、今後の重要な視点、それに向けた市民の役割等について検討するため、

部会を設置し議論を行う 

３．想定スケジュール 

時 期 概 要 

2018.10.4 第 2 回委員会 ・部会の進め方について共有 

  目的・テーマ・メンバー・部会長 

2018.11 上旬 市民ワークショップ ・交通課題、解決に向けたアイデア、市民・

行政等の役割について市民意見を抽出 

【参加人数：30名程度（5名×6テーブル）】

・市民委員の参加を予定 

2018.11～ 部会① ・公共交通ネットワークの検証等 

2018.12～ 部会② 

（ワークショップ取りまとめ完了後）

・市民感覚から考える重要な視点、市民の

役割等 

2019.3  第 3 回委員会 ・交通体系・交通モードの基本的考え方等

公共交通

 ネットワーク

広域交通

ネットワーク

部会の進め方（案） 資料 4-2

道路

 ネットワーク

地域特性に

応じた交通体系

専門的見地 市民感覚



別表（構成案） 

（１）部会①（交通） 

■メンバー構成（計 9名） 

  オブザーバー：高野
た か の

 伸
しん

栄
えい

 委員長 

（２） 部会②（市民まちづくり） 

■メンバー構成（計 11名） 

オブザーバー：高野
た か の

 伸
しん

栄
えい

 委員長 

氏 名 職業・役職

岸
きし

 邦
くに

宏
ひろ

 北海道大学大学院工学研究院 准教授 

小篠
お ざ さ

 隆生
た か お

 北海道大学大学院工学研究院 准教授 

鈴木
す ず き

 聡士
そ う し

 北海学園大学工学部 教授 

渡邊
わたなべ

 克
かつ

仁
ひと

 札幌商工会議所 地域開発委員会 委員長代行 

本間
ほ ん ま

 孝一
こういち

（一社）札幌地区トラック協会 総務部長 

照井
て る い

 幸一
こういち

 （一社）札幌ハイヤー協会 専務理事 

三戸部
み と べ

 正行
まさゆき

 札幌地区バス協会 参与 

古川
ふるかわ

 治彦
はるひこ

 北海道旅客鉄道（株） 経営企画部主幹 

白石
しらいし

 一弘
かずひろ

 札幌市交通局事業管理部 経営計画課長 

氏 名 職業・役職

岸
きし

 邦
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 北海道大学大学院工学研究院 准教授 

小篠
お ざ さ

 隆生
た か お

 北海道大学大学院工学研究院 准教授 

鈴木
す ず き

 聡士
そ う し

 北海学園大学工学部 教授 

安田
や す だ

 睦子
む つ こ

 （有）インタラクション研究所 代表 

五十嵐
い が ら し

 智
ち

嘉子
か こ

（一社）北海道総合研究調査会 理事長 

土田
つ ち だ

 史郎
し ろ う

（一社）札幌観光協会 事務局長 

内山
うちやま

 到
いたる

 （公財）北海道環境財団 協働推進課長 

足立
あ だ ち

 敬
よし

允
のぶ

 市民委員 

古市
ふるいち

 典子
の り こ

 市民委員 

本間
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 義
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美
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 市民委員 
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 市民委員 


